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「令和３年 地域とともに」の発行にあたって 
 

工学部長 鈴木祥広 
 

令和２年に流行した新型コロナ感染症の流行は、令和３年になってさらに世界中でさ

らに拡大し、東京や大阪などの大都市圏のみならず、宮崎県にも甚大な影響を及ぼしまし

た。否応なしに、我々の社会や生活の在り方が大きく変革されるでしょう。すでに、社会・

産業を取り巻く環境は激変し、システム化や統合化に早急な対応が産業界等から求められ

ています。大学では、オンライン授業を併用した新しい授業形態が平常化しつつありま

す。これまで以上に「第４次産業革命を牽引する国際競争力のある人材育成やイノベー

ション創出」に関連する「AI（人工知能）、数理・データサイエンスに加えて DX の活

用によるイノベーション人材育成」が重要視されています。 
このように社会が激変するなかで、宮崎大学工学部は、2021 年度、ジェネラリティを持

つスペシャリストの養成をめざして、これまでの各専門分野からなる学科の壁を無くして、

専門分野の異なる６つのプログラムからなる１学科に生まれ変わりました。ジェネラリテ

ィとは、広く一般的な知識や専門的な基礎知識のことです。スペシャリストとは、専門分野

に特化した知識・技術を備えた人です。工学部では、両方を兼ね備えた人材の育成を目指し

ます。６つのプログラムは、応用物質化学、土木環境工学、応用物理工学、電気電子工学、

機械知能工学、そして情報通信工学です。これからの 50 年先、100 年先を見据えると、６

つのプログラムはなくてはならない分野です。 

将来の科学技術を担う子供たちを育成するためには、子供たちに早くから科学に関心

を持ってもらい、理科が大好きな少年・少女を育てることが必要です。工学部では、子

供たちが科学の素晴らしさやものづくりの楽しさが体験できるようなイベントを毎年

多数開催してきました。しかし、令和２年度に引き続き、令和３年度もコロナ禍の影響

により多くのイベントが中止にせざるを得ませんでした。地域住民との交流の場となる

「アドベンチャー工学部」、中学生や高校生には「青少年のための科学の祭典」などの

多くの企画が中止となりました。一方で、高校生を対象とした「テクノフェスタ体験入

学」は、オンラインで実施することができ、多くの高校生が参加してくれました。新し

い体験入学の在り方も見えてきたように思います。 
本冊子は令和３年度に工学部が取り組んできた活動を紹介するものです。本冊子に掲

載されている取組みに積極的にご協力いただきました皆様方に心から御礼申し上げま

す。また、これらの取組を企画、実施していただきました工学部教職員や行事のお手伝

いをいただきました学生の皆さんに感謝いたします。 
令和４年度には新型コロナの感染が終息することを大きいに期待し、将来の科学技術

を担う子供たちに楽しんでもらえるイベントを企画・実施していきます。 
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１．来場者数：【１１月２１日 第一部：合計 94 人、第二部：合計 46人】 

参加高校：県内１８校（ウェブ上のアンケートに記入して判明した学校のみ） 

 鹿児島南高校、佐土原高校、聖心ウルスラ学園聡明中学校高等部、高千穂高校、高鍋高校、
妻高校、日南高校、延岡高校、日向高校、福島高校、鵬翔高校、宮崎学園高校、宮崎工業
高校、宮崎西高校、宮崎南高校、都城工業高校、都城高専、都城西高校 

  

２．事業実施内容 

工学部テクノフェスタ体験入学は、県内外の高校生に宮崎大学工学部を広く深く知って
もらうことを目的に、毎年清花祭（大学祭）の日に合わせて工学部地域連携委員会が企画運
営している。今年度で 22 回目の開催となり、2021 年 11 月 21 日（日）に実施された。 

本事業では、工学部工学科の 6 プログラム（応用物質化学、土木環境工学、応用物理工学、
電気電子工学、機械知能工学、情報通信工学）がそれぞれ特色ある講義と実習を企画し、高
校生に希望する企画を体験してもらい、各プログラムの教育・研究内容と工学の面白さを知
ってもらうことをねらいとしている。また、高校生が進路を選択する上で少しでも参考にな
ることを期待して実施している。 

 

今回は Zoom によるオンライン開催であったため、事前に参加申し込みはせず、生徒が希
望するプログラムの Zoom アドレスに直接アクセスする方式とした。例年の対面型では、午
前中 90 分の講義、午後は 90 分の実験であったが、今回は、オンラインであるため、新たな
試みとして 60 分のリアルタイムの Zoom による講義とし、2部制にして 2 つのプログラムの
体験ができるようにした。内容は、応用物質化学プログラムの紹介と模擬授業、セメント・
コンクリートの魅力、応用物理プログラムの研究紹介、宮崎大学電気電子工学の魅力、超ス
マート社会をつくる知能機械、コンピュータって何ができる？～アルゴリズムから画像認
識まで～、共通テスト「情報」サンプル問題からみる情報分野で学ぶ意義など多様な講義を
受講した。 

講義終了後にウェブ上でアンケートを実施し、希望者には参加証明証を発行した。アンケ
ートに答えた全員が「参加してよかった・まあまあよかった」と回答しており、また 98%が
「宮崎大学工学部に関心がわいた」と回答しており、当初の目的を達成できたと判断してい
る。 

例年、宮崎大学工学部への入学者には、このテクノフェスタ体験入学への参加経験者が多
数いることから、今後も工学部の重要な大学開講事業および地域貢献事業として継続すべ
きであると思われる。

工学部オンラインテクノフェスタ（体験入学）（令和３年度） 
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第２２回 宮崎大学工学部 オンラインテクノフェスタ体験入学プログラム 

 

令和３年１１月２１日（日）第一部13：00～14：00  第二部14：30～15：30 

 

第一部 13：00～14：00 

応用物質化学プログラム     講師：菅本 和寛 准教授 

「応用物質化学プログラムの紹介と模擬授業 」 

土木環境工学プログラム     講師：李 春鶴 准教授 

「セメント・コンクリートの魅力」 

応用物理工学プログラム     講師：荒井 昌和 准教授 

「応用物理プログラムの研究紹介」 

電気電子工学プログラム     講師：永岡 章 准教授 

「宮崎大学電気電子工学の魅力」 

機械知能工学プログラム     講師：川末 紀功仁 教授、李 根浩 准教授 

「ロボットとAI」 

情報通信工学プログラム     講師：椋木 雅之 教授 

「コンピュータって何ができる？〜アルゴリズムから画像認識まで〜」 

 

第二部 14：30～15：30 

応用物質化学プログラム     講師：菅本 和寛 准教授 

「応用物質化学プログラムの紹介と模擬授業」 

土木環境工学プログラム     講師：李 春鶴 准教授 

「セメント・コンクリートの魅力」 

応用物理工学プログラム     講師：荒井 昌和 准教授 

「応用物理プログラムの研究紹介」 

電気電子工学プログラム     講師：永岡 章 准教授 

「宮崎大学電気電子工学の魅力」 

機械知能工学プログラム     講師：川末 紀功仁 教授、李 根浩 准教授 

「ロボットとAI」 

情報通信工学プログラム     講師：椋木 雅之 教授 

「共通テスト「情報」サンプル問題からみる情報分野で学ぶ意義」 
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令和３年度工学部テクノフェスタアンケート集計 

 

工学部広報・地域連携委員会 

１．基本事項 

アンケート回答者は 53名であった。回答者の属性の内訳は、表１の通りである。 

表１ 参加者の回答人数 

令和 3 年度 第一部 

プログラム名 
普通系 工業系 その他 合計 

1 年 2 年 3 年 合計 1 年 2 年 3 年 合計 1 年 2 年 3 年 合計  

応用物質化学 1 3 1 5 0 0 0 0 1 0 0 1 6 

土木環境工学 0 2 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 2 

応用物理工学 1 3 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0 4 

電気電子工学 2 1 2 5 1 2 1 4 0 1 1 2 11 

機械知能工学 6 2 0 8 0 1 2 3 1 0 0 1 12 

情報通信工学 5 3 2 10 2 2 0 4 0 0 0 0 14 

合 計 15 14 5 34 3 5 3 11 2 1 1 4 49 

 

令和 3 年度 第二部 

プログラム名 
普通系 工業系 その他 合計 

1 年 2 年 3 年 合計 1 年 2 年 3 年 合計 1 年 2 年 3 年 合計  

応用物質化学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

土木環境工学 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 

応用物理工学 4 2 0 6 0 0 0 0 0 0 0 0 6 

電気電子工学 0 1 2 4 0 0 1 1 0 0 1 1 6 

機械知能工学 3 1 0 4 0 2 0 2 1 0 0 1 7 

情報通信工学 2 2 1 5 0 1 0 1 1 0 0 1 7 

合 計 10 6 4 20 0 3 1 4 2 0 1 3 27 

 



6

 

 
 

２．設問 : あなたにとって都合のいい開催曜日に〇を付けてくだざい。 

 

① 土曜日 15 

② 日曜日 15 

③ どちらでもよい 23 

 

 

３．設問(1)–(4)の回答結果 

 表２より、93%（前回 91％）の学生がテクノフェスタに参加して宮崎大学工学部の様子が分かった

と回答している。また、表５より、96%（前回 88%）の学生が宮崎大学工学部に関心がわいたと回答

しており、テクノフェスタの目標の一つである工学部の紹介については目標を達成したと考えられ

る。 

 表３より、100%（前回 95%）の学生がテクノフェスタに参加して良かったと評価しており、また、

表４より、99%（前回 89%）の学生が体験入学のような催しがあれば参加したいと回答しており、高

い満足度を得られていることが伺える。 

 

表２ 設問(1)：今回の体験入学で宮崎大学工学部の様子がわかりましたか。 

第一部 応用 

物質 

土木 

環境 

応用 

物理 

電気 

電子 

機械 

知能 

情報 

通信 合計–比率% 

①よくわかった 2 2 2 7 5 3 21-43％ 

②だいたいわかった 4 0 2 4 6 9 25-51％ 

③なんとも言えない 0 0 0 0 0 2 2-4％ 

④よくわからなかった 0 0 0 0 1 0 1-2％ 

 

第二部 応用 

物質 

土木 

環境 

応用 

物理 

電気 

電子 

機械 

知能 

情報 

通信 合計–比率% 

①よくわかった 0 1 1 5 4 1 12-44％ 

②だいたいわかった 0 0 4 1 2 6 13-48％ 

③なんとも言えない 0 0 0 0 0 0 0-0％ 

④よくわからなかった 0 0 1 0 1 0 2-7％ 
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表３ 設問(2)：体験入学に参加してみて、良かったですか。 

第一部 
応用 

物質 

土木 

環境 

応用 

物理 

電気 

電子 

機械 

知能 

情報 

通信 合計–比率% 

よかった 3 2 4 8 10 7 34-69％ 

まあまあよかった 3 0 0 3 2 7 15-31％ 

よくはなかった 0 0 0 0 0 0 0-0％ 

悪かった 0 0 0 0 0 0 0-0％ 

 

第二部 
応用 

物質 

土木 

環境 

応用 

物理 

電気 

電子 

機械 

知能 

情報 

通信 合計–比率% 

よかった 0 1 2 5 7 5 20-74％ 

まあまあよかった 0 0 4 1 0 2 7-26％ 

よくはなかった 0 0 0 0 0 0 0-0％ 

悪かった 0 0 0 0 0 0 0-0％ 

 

 

表４ 設問(3)：今後体験入学のような催しがあれば、参加したいですか。 

第一部 
応用 

物質 

土木 

環境 

応用 

物理 

電気 

電子 

機械 

知能 

情報 

通信 合計–比率% 

ぜひ参加したい 3 2 2 6 8 10 31-63％ 

参加してもよい 2 0 2 5 4 4 17-35％ 

よくわからない 0 0 0 0 0 0 0-％ 

参加しない 0 0 0 0 0 0 0-％ 

回答なし 1 0 0 0 0 0 1-2％ 

 

第二部 
応用 

物質 

土木 

環境 

応用 

物理 

電気 

電子 

機械 

知能 

情報 

通信 合計–比率% 

ぜひ参加したい 0 1 3 4 4 4 16-59％ 

参加してもよい 0 0 3 2 3 3 11-41％ 

よくわからない 0 0 0 0 0 0 0-0％ 

参加しない 0 0 0 0 0 0 0-0％ 

回答なし 0 0 0 0 0 0 0-0％ 
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表５ 設問(4)：宮崎大学工学部に関心がわきましたか。 

第一部 
応用 

物質 

土木 

環境 

応用 

物理 

電気 

電子 

機械 

知能 

情報 

通信 合計–比率% 

非常に関心がわいた 0 2 1 5 5 7 20-41％ 

少し関心がわいた 6 0 3 5 7 6 27-55％ 

よくわからない 0 0 0 1 0 1 2-4％ 

関心が無くなった 0 0 0 0 0 0 0-0％ 

 

第二部 
応用 

物質 

土木 

環境 

応用 

物理 

電気 

電子 

機械 

知能 

情報 

通信 合計–比率% 

非常に関心がわいた 0 1 1 4 3 4 13-48％ 

少し関心がわいた 0 0 5 1 4 3 13-48％ 

よくわからない 0 0 0 1 0 0 1-4％ 

関心が無くなった 0 0 0 0 0 0 0-0％ 

 

 

 

３．設問(5)-(6)の回答結果 

この設問は進学に関する項目なので、学年別に整理した。その他は普通科として処理した。 

 表６、７より、3 年生は、多くが宮崎大学工学部に進学を希望していた。全体的に見ても、宮崎大

学工学部への進学を希望している学生が多く見受けられた。 

表６ 設問(5)：工学系の大学に進学しようと考えていますか。 

 
普通系 工業系 

1 年 2 年 3 年 1 年 2 年 3 年 

① 考えている 10 9 7 2 4 3 

② 少し考えている 6 5 0 0 0 0 

③ 余り考えていない 2 2 0 1 1 0 

④ 考えていない 0 0 0 0 0 0 

※普通科に未回答 1名 
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表７ 設問(6)：本日のイベントに参加して、宮崎大学工学部に進学しようと思いましたか。 

                                     

 
普通系 工業系 

1 年 2 年 3 年 1 年 2 年 3 年 

強く思った 0 0 5 0 1 0 

思った 8 6 0 0 2 1 

少し思った 6 8 0 3 1 0 

思わなかった 2 1 0 0 0 0 

参加する前から

思っていた 
2 1 2 0 1 2 

その他 1 0 0 0 0 0 

※その他：迷っている 

 

  

 



10

 

 

【体験入学報告書 応用物質化学プログラム】 

応用物質化学プログラムの紹介と模擬授業 

講師：菅本 和寛 准教授   

 

応用物質化学プログラムのオンラインテクノフェスタ体験入学では「応用物質化学プロ
グラムの紹介と模擬授業」のタイトルで講義を行った。 

最初に有機化学の面白さを実感してもらうために、100円均一ショップで購入したバス
ボールを使ってフィルムケースを飛ばす実験を実演してみてもらい。なぜフィルムケース
が飛ぶのかを有機化学の視点で説明した。ついで、市販のクエン酸と重曹を使って大きな
風船を膨らます実験を実演し、有機化合物の反応が身近で起きていることを理解してもら
った（図1）。さらに、お茶に入っているビタミンCの役割も有機化学的に説明し、有機化学
の面白さを伝えた。 

その後、工学科の紹介、さらに応用物質化学プログラムの紹介をして、総合選抜型入試、
個別学力試験の説明を行った。最後に自身の研究内容を詳細に説明し、有機化学の魅力を
語った。 

講義は2回行い、1回目の参加者は18名（図2）、2回目の参加者は3名だった（図3）。オンラ
インで画面ををオフにしているので学生の反応がわからなかったが前半は7件ぐらいの質
問があったので学生は真剣に聞いてくれたのではないかと考えている。後半は参加者も少
なかったため、質問は1件だけであった。 

 

 

図１ 

図 1. 中和反応を利用して膨らませた風船. 

 

図 2. 1 回目の講義風景. 

 

図 3. 2 回目の講義風景. 

 

 

図２                    図３ 
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【体験入学報告書 土木環境工学プログラム】 

セメント・コンクリートの魅力 

講師：李 春鶴 准教授   

 

土木環境工学プログラムのオンラインテクノフェスタ体験入学では「セメント・コンク
リートの魅力」のタイトルで講義を行った。 

建設材料としてのセメントコンクリートの役割の説明、製造・施工・供用における資源
循環、低炭素社会への貢献などの解説を行った。最後に、将来へ向けての建設現場におけ
る３D プリンターについても紹介した。 

オンライン講義で、カメラを OFF にしたので、受講の状態を随時に確認できなかったの
が残念なところである。 

 

図１.講義の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２.講義の資料 
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【体験入学報告書 応用物理工学プログラム 実験】 

応用物理プログラムの研究紹介 

講師：荒井 昌和 准教授 

 

応用物理工学プログラムのオンラインテクノフェスタ体験入学では「応用物理プログラ
ムの研究紹介」のタイトルで講義を行った。 

まず今年度からの改組後の特徴について説明した後、プログラムの概要説明として、新
材料・半導体分野と量子・計測分野の教育と研究を行っていることをビデオも使って説明
した。また、入学後の授業科目や時間割の説明を行い、各教員の研究紹介を具体的な研究
風景などの写真を使って説明した。 

最後に模擬授業として、「中学・高校の理科の知識で理解する半導体、通信、センシング
の話」を行った。理科や数学が大学での専門科目の勉強のベースとなり、それらはシミュ
レーションや設計、ミクロな世界の観察や作製に使われるという話をした。また、高校の
物理、化学と関連付けながら、身近にあるスマートフォンの事例と結びつけつつ、半導体
結晶、トランジスタによる増幅・演算、撮像素子の話など大学での応用物理工学分野の導
入の講義を行った。 

図１.講義の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２.講義の資料 
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【体験入学報告書 電気電子工学プログラム】 

宮崎大学電気電子工学の魅力 

講師：永岡 章 准教授   

 

電気電子工学プログラムは、「宮崎大学電気電子工学の魅力」と題して、”再生可能エネ
ルギー”、”医療・生体工学”、”スマートエネルギーソリューション”をキーワードとして
それぞれ 2 名、合計 6 名の教員による研究紹介を第 1 部と第 2 部に分けて実施した。Zoom
によるオンラインでの開催で、参加者は合計 25名であった。研究紹介に先立って、工学部
工学科の特色やカリキュラムの紹介、電気電子工学の社会での役割や卒業後の進路につい
て説明した。 

再生可能エネルギーの研究紹介では、カーボンニュートラルや SDGs といったグローバ
ルな課題について紹介した後に太陽光発電を中心としたエネルギーの重要性や現状を説
明した。本学の保有する太陽光発電システムを用いた研究、太陽光から水素製造の研究、
今後の太陽光システムの応用例、エネルギー変換材料開発といった研究を説明した。医療・
生体工学の研究紹介では、今後の医療分野における工学の重要性と役割を紹介した後に、
表面筋電位を用いた運動機能に関する研究とその応用例として車椅子制御の紹介、高性
能・高機能アナログ集積回路をベースとしたナノミスト噴霧器の開発を説明した。エネル
ギーやその使い方を最適化するためのスマートエネルギーソリューションについて、その
基礎となる制御工学を紹介した後に、放電プラズマによる殺菌技術の開発、電力設備の診
断技術の開発、ワイヤレス給電システムの開発を説明した。 

研究紹介後に質疑応答の時間を設け、参加した高校生から 3 つのキーワード研究に関す
る質問をはじめ、研究活動するためにどの程度英語のスキルが必要か？など様々な質問を
いただき、教員と活発な意見交換が行われた。参加した方々は工学に興味があるので熱心
に聴講してもらい電気電子工学プログラムの魅力を十分に伝えられたと感じた。 

 

図１.講義画面 
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【体験入学報告書 機械知能工学プログラム】 

『ロボットと AI』 

講師：川末 紀功仁 教授、李 根浩 准教授 

 

宮崎大学工学部テクノフェスタの行事の中で「機械知能工学プログラム」が『ロボッ
トと AI』と題して、オンライン講義を実施した。ZOOM を用いた講義であったので、宮崎
県をはじめ、全国の高等学校の学生に発信する新たなチャレンジを試みた。川末紀功仁
教授と李根浩准教授が担当し、様々な分野で利用される AIやロボティクス技術について
30 分間のミニ講義をそれぞれ 2回実施した。川末紀功仁教授は、AI と画像処理技術を応
用した『豚の体重が見えるメガネ』について説明した。李根浩准教授は、自然系におけ
る生物の振る舞いから学んだ多様なロボット用のメカニズムについて紹介した。二人と
も、産業分野で利用される AI やロボティクス技術について丁寧に講義を実施した。この
行事を通じて参加した高校生は、工学部機械知能工学プログラムでの学びに対する期待
感や意欲、キャリア意識を高める機会であった確信する。 

講義で記録写真の撮影のため、ZOOM での「名前」を個人が特定できない名前に変更す
ることを依頼した。そのため、学生出身地域や高校情報などを得ることができなかっ
た。今後大学案内において役立ちにくいので、今後の改善が必要である。 

 

図１.講義の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  図２.講義画面 
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【体験入学報告書 情報通信工学プログラム】 

第一部 コンピュータって何ができる？〜アルゴリズムから画像認識まで〜
第二部 共通テスト「情報」サンプル問題からみる情報分野で学ぶ意義 

講師：椋木 雅之 教授 

 

２部構成で、内容を変えて模擬講義を行った。 

第１部では「コンピュータって何ができる？〜アルゴリズムから画像認識まで〜」と題
して模擬講義を行った。Zoom を使用した Webiner 形式での実施で入退室が自由だったた
め、正確な参加者数は不明であるが、講義開始時の参加者数は 17名であった。 

まず、現在は身近にあり意識せず利用しているコンピュータに、何ができて、何ができ
ないか考えてみようと、問題提起をした。従来から、計算やデータ記憶、ネットワークサ
ービス、組み込み機器等にコンピュータが多用されてきており、得意分野と言える。一方、
絵を描く、作曲する、文章を書くといった創造的作業は、コンピュータには苦手とされて
きた。しかし、近年では、AI 技術の発展によりこれらの作業をコンピュータが行えるよう
になっていることを、研究事例を紹介しながら説明した。ここから話を展開して、近年の
議論では、AI が人類を滅ぼすといった論調まであること、本当にそんなことが起こるかど
うかは、コンピュータが動作する仕組みを理解した上で議論すべきである、という第２の
問題提起をした。これを踏まえ、コンピュータのハードウェア的な動作、ソフトウェア的
な動作（アルゴリズム）について、説明した。まとめとして、コンピュータは人間が与え
た指示通り動作するもので、正しい指示を与えることが重要との考えを示した。残りの時
間で、情報通信工学プログラムの紹介を行った。 

第２部では「共通テスト「情報」サンプル問題からみる情報分野で学ぶ意義」と題して
模擬講義を行った。講義開始時の参加者数は 14名であった。 

まず、高校での情報系科目の教育内容が、令和４年度から大きく変わること、それに対
応して令和７年度以降、共通テストに教科「情報」が加わる見込みであることを紹介した。
続いて、大学入試センターが公表した共通テスト教科「情報」のサンプル問題を示しなが
ら、問題の解説とその問題に関連する情報通信工学プログラムの講義や研究を紹介した。
ネットワーク、画像処理、アルゴリズムの３分野について説明予定であったが、時間の関
係でアルゴリズムの問題解説は割愛した。 

質疑では、工業系高校からの入学について質問があった。一般選抜の他に総合型選抜も
行っていることを紹介した。 

今年度は Zoom での講義で、受講者の反応がほとんど分からない点が課題と感じた。ま
た、参加者数が例年に比べてかなり少なかったことから、より積極的な広報活動が必要で
あったと感じた。 
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串間市生涯学習講座への協力 

 
教育研究支援技術センター 

三宅琢磨、臼﨑翔太郎、金丸慎太郎 
田之上二郎、安樂怜生、濵畑貴之 

 

 教育研究支援技術センターでは、平成 26年度のみやざき地域志向教育研究経費（COC 事業）への

採択を機に、串間市の生涯学習講座の質の向上や地（知）のリーダー育成などを目的として、これ

まで 7 年間にわたり継続的に体験型の科学実験イベントを実施してきた。実施に際しては、串間市

と連携を図りつつ、enPiT-everi 社会人リカレント教育プログラムや工学×女子など学内外の様々

なプロジェクトとも協力して行ってきている。令和 3 年度も「科学祭り in 串間」を実施した。こ

れは、串間市中央公民館にて実施されている特別講座の 1つとして、串間市の小中学生を対象に企

画されたものである。今年度は、新型コロナウイルスの感染拡大の影響により参加人数の制限など

を行い、実施時期を夏休みから冬休みに変更した。さらに、午前と午後の 2 部体制としたうえで、

応用物質化学プログラムの菅本和寛教員にもご協力いただき、合計 35 名の参加者に対して実施し

た。 

 

科学祭り in 串間 2021 実施テーマ 

テーマ 講師 

スライムボール 串間市生涯学習専門指導員 

ハーバリウム 菅本教員および串間市生涯学習専門指導員 

ジェルキャンドル 技術センター職員および串間市生涯学習専門指導員 

 

   
スライムボール       ハーバリウム 

   
ジェルキャンドル     参加者の様子 

科学祭り in串間 2021 
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宮崎北高等学校スーパーサイエンスハイスクールへの協力 

 

宮崎大学産学・地域連携推進会議委員    

北高SSH運営指導委員会委員  山内 誠 

 

宮崎県立宮崎北高等学校は、文部科学省からスーパーサイエンスハイスクール（SSH）の指定

を平成 15 年度に初めて受け、現在は第 4 期として、これまでの基礎枠だけでなく重点枠も含め

令和元年度から5年間の指定を受けている。宮崎大学は、同校のSSH指定初年度より県教育委員

会からの協力要請を受け、その運営に協力している。令和３年度も運営指導委員会の体制は指定

枠に対応して２つのグループに分けられ、工学部からは基礎枠の運営指導委員としてThi Thi 教

授、重点枠の運営指導委員として山内の２名が委嘱された。 

第4期の北高のSSHにおける研究開発課題は基礎枠の実践開発型課題として「地域創成に携わ

る科学術系人材を育成する教育プログラムの開発」、科学人材育成重点領域枠課題として「探求

型学習の全県普及を加速させる持続的なコンソーシアムの構築」が掲げられている。 

 

記 

 

令和3年度 宮崎北高等学校SSHに対する協力 

1．運営指導委員会 

第1回 令和3年 7月  1日   重点枠  Zoom によるリモート会議 

第2回 令和3年 7月  2日   基礎枠  Zoom によるリモート会議 

第3回 令和3年11月24 日  重点枠  宮崎北高等学校 多目的室 

第4回 令和3年12月25 日  基礎枠  宮崎北高等学校 多目的室 

              

2．AO入試合格者への入学前指導内容の指定 

宮崎大学工学部の総合型選抜合格者に対し、北高に限らず入学前に工学教育基礎センタ

ーが数学の課題を課している。 

 

   3．その他 

令和3年10月11日 県高校教育課長、宮崎北高校長、担当指導主事による訪問説明 
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宮崎大宮高等学校 グルーバル協創Iへの協力 

 

環境・エネルギー工学研究センター 西岡 賢祐 教授 

 

宮崎県立宮崎大宮高等学校の専門科目「グローバル協創 I」で実施された「地域再発見フィー

ルドワーク」のＤコースにおいて、宮崎大学の太陽光発電システムの見学会を対応した。概要は

以下の通りである。 

 

１． 目標 

グローバルな課題を分析し，地元（宮崎・九州）の強みを活かしたプロジェクトを構想するこ

とを通して、文科情報科の生徒が世界からみた地域の良さを理解し、多様な人々との交わりから

生徒が志を高めることを目的とする。 

 

２．対象生徒 

宮崎大宮高等学校 文科情報科1年生 

 

３．学習内容 

（1）事前学習  令和3年12月17日（金） 

九州大学芸術工学研究院 教授 平井 康之 先生 

 

（2）フィールドワーク  令和3年12月24日（金） 

○ Ａコース…海洋・水環境と水産資源の未来を考える(日南市、三股町) 

○ Ｂコース…森林環境と森林資源の未来を考える(美郷町渡川) 

○ Ｃコース…色の安全と健康の未来を考える(綾町、宮崎市高岡) 

○ Ｄコース…農業とエネルギーと文化を考える(宮崎大学、宮崎市田野) 

 

3）事後学習 

フィールドワークのまとめ（レポート課題） 

 

 

宮崎大学工学部では、Ｄコース（20名）を担当し、令和3年12月 24日（金）の9時30分～

11時30分に、太陽光発電に関する講義および、学内の太陽光発電システムの見学を実施した。 
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宮崎県立宮崎西高等学校付属中学“「探究」の時間”講義協力 

 宮崎県立宮崎西高等学校付属中学では「総合的な学習」の時間を活用して、中学生に科学

の面白さや奥深さを伝え、将来、科学の分野で世界をリードする生徒の育成を目指した「探

究」の時間が設定されている。この講義の実施に際し、下記の講義を担当した。 

 

講義実施日：令和 3 年 11 月 9 日 

講義名：「インフォマティクスを活用した次世代燃料電池材料開発：AI を活用した新たな“も

のづくり”への挑戦」 

 

令和 3 年 11 月 9 日に宮崎県立宮崎西高等学校付属中学 1 年生約 80 名を対象に、最先端の

工学技術としてデーターサイエンスによる材料探索と次世代のクリーンな発電として期待

されている水素イオンが動くセラミックスを使った燃料電池の研究開発について講義をし

た。まず初めに将来研究者を目指す学生のために日本の若手研究者育成支援を含めて私の

研究者としてのキャリアパスについて紹介した。その後、ポストコロナ社会を見据えて①コ

ロナ禍での産業変化、②AI 技術、③環境問題、④水素とクリーンエネルギー社会、⑤AI を

利用した材料開発と次世代燃料電池開発、⑤大学研究室における研究活動紹介（動画）、⑥

我々が描く未来の順番で講義を行った。AI の具体的な事例を紹介するとともに現在研究開

発を実施している AI を活用した材料開発である

マテリアルズ・インフォマティクスについて紹介

した。また、開発目的である地球温暖化問題や二

酸化炭素削減課題など環境問題について説明す

るとともに解決手段の１つである水素エネルギ

ー利用について聴講学生にもわかるように水素

というものの性質から利用例そして燃料電池な

ど最先端の開発事例を踏まえて説明を実施した。

本講義では未来の研究者、エンジニアである聴講

学生に“環境問題への意識”“ものづくりの大切

さ”“ポストコロナ社会へ向けた変革”を認識し

てもらえるように思いを込めて実施し、皆さん真

剣なまなざしで講義を聴講してくれていた。今回

の講義‘探求の時間“のように次世代を担う学生

に最先端の技術開発に触れてもらうことで、日本

の科学技術の発展に繋がれば幸いである。 

宮崎西高等学校附属中学校への協力 
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宮崎西高等学校附属中学校“「探究」の時間”講義 

 

宮崎県立宮崎西高等学校付属中学では「総合的な学習」の時間を活用して、中学生に科学

の面白さや奥深さを伝え、将来、科学の分野で世界をリードする生徒の育成を目指した「探

究」の時間が設定されている。この講義の実施に際し、下記の講義を担当した。 

 

講義実施日：令和３年６月１７日 

講 義 名：「折り紙と数学」 

担 当 ：工学基礎教育センター 伊藤 翼 助教 

  受講人数：79 名 
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 文部科学省「地域との共同による高等学校教育改革推進事業」指定校の宮崎県立宮崎南高等学校と共

に、「産学官連携による人の地域循環教育プログラムの研究開発」の事業を 2019 年度から開始し、本年

度で 3年目となる。本年度は宮崎大学工学部から 7 名の教員が、普通科とフロンティア科の高校 2年生

が考えた以下の課題研究テーマ（初期提案テーマ）に対して課題研究指導を実施した。各課題 3 名から

5 名の生徒で 1グループとなっている。 

2021 年度実施課題研究テーマと担当教員 

（普通科） 

テーマ「最先端技術を用いた情報の発信～広告産業を AR，VR，MR，SR を使いリアリティのある製品を見

せる～」担当教員： 坂本 眞人 

テーマ「宮崎の農業の生産性を向上する～耕作放棄地の有効活用～」担当教員：李 根浩 

テーマ「安心して妊娠や出産ができる環境について～父親が参入していけるような妊娠出産環境の構築

～」担当教員：横道 政裕 

テーマ「酸素の増加～海の活用～」担当教員： 吉野 賢二 

（フロンティア科） 

テーマ「応急仮設住宅～暮らしやすい環境を提案するシンプルな建材の研究～」担当教員：李 春鶴 

テーマ「自宅で作れる簡単消毒液」担当教員： 白上 努 

テーマ「再生可能エネルギ－プロジェクト」担当教員：吉野 賢二  

テーマ「歩き疲れない靴」担当教員：田村 宏樹 

 

●令和 3 年度田村教員が担当した課題研究

テーマの事例について紹介する。宮崎南高校

の生徒から、就職等で都会に出たときに長時

間歩く傾向にあり、歩きなれていない人がな

るべく疲れない靴とは何か、というテーマを

事前に考えていたので、田村教員の指導の

下、調査、作成、検証することとした。論文

「靴の医学」を読んだり、マキタ義肢製作所

様のアドバイスを得て、足の形状にフィット

した、やわらかい素材のインソールを用いるのが良いとの方針を立て、実際にマキタ義肢製作所様にて

インソールの製作を行った。生徒たちは、製作したインソールを用いて、歩行時の筋電位計測や、足に負

荷（縄跳び 30分）をかけ負荷の前後での疲労変化等をインソールの有無どう変化するか数値的に検証し

た。それらの結果を 12 月のポスター発表会で発表している。この間、生徒たちは熱心にメール等にて、

疑問に思ったところを大学教員に質問しており、熱心に課題研究に取り組んでいた。 

本事業により、多くの高校生が工学分野への関心を高め、研究開発に対する意識の変容に繋がればと期

待している。 

 

宮崎県立宮崎大宮高等学校とのワールド・ワイド・ラーニングコンソーシアム構築支援事業 

にかかる連携による教科「グローバル協創」の課題研究アドバイザー 
 

宮崎県立宮崎大宮高等学校と宮崎大学は令和 2 年（2020 年）に「ワールド・ワイド・ラーニングコン

ソーシアム構築支援事業（WWL）」にかかる連携・協力に関する協定を締結し、その事業の一環として、令

和 3 年度（2021 年度）は 2 年生の教科「グローバル協創Ⅱ」にて、工学部の永岡 章先生、大榮 薫先生、

塩盛 弘一郎先生の 3 名の教員がアドバイザー教員となり、生徒への助言等を行った。 

宮崎県立宮崎南高等学校との 
「産学官連携による人の地域循環教育プログラムの研究開発」事業 
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工業（機械系）担当 申炳録（機械知能工学プログラム） 
 

 
本ネットワークは、宮崎県下の高等学校と宮崎大学工学部との教育に関する様々な連携活動

を踏まえ、平成１８年に設立されました。設立以降、数学・物理・化学・工業（機械系・電気

系）の各部会で継続して高大連携が進められています。本稿では、令和３年１月から令和３年

１２月における本ネットワークの主な活動の概要を紹介します。より詳しい活動報告等は専用

のウェブページ（宮崎大学工学部のトップページに入り口があります）に掲載していますので

是非ご覧ください｡ 
 

「高等学校と宮崎大学工学部との教育ネットワーク」ウェブページアドレス 
https://www.miyazaki-u.ac.jp/tech/eng-network/index.html 

 
 
１．インターンシップ（機械系） 

①大学での工業高校生のインターンシップについて 
令和３年度の「工業高校生のインターンシップ」（機械系工業高校生のための宮崎大学での体験授

業）は新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中止することなった。 
 
②高校での大学生のインターンシップについて 
宮崎県教育委員会主催の令和３年度スクールトライアル事業についてはコロナウイルス感染拡大

防止のため、中止された。 
 
 
２．高大連携協議会（機械系） 

工業系部会では、宮崎県下の工業高校と宮崎大学工学部との間での協議会を継続的に開催してい

る。令和３年度は機械系において次の協議会が開催された。 
 
○令和３年１２月１０日（於 宮崎大学） 
高校の進路状況、大学の近況および進路状況、入学希望者に高校生活で身に付けてほしいことや

学んでほしいこと、今後の高大連携について情報を交換し、以下のとおりに協議を行った。 
① 当プログラムでの工業高校生のインターンシップについて 
令和４年度、５月頃県内の新型コロナウイルスの感染状況が警報レベル２以下の場合には、工業

高校生のための大学でのインターンシップを８月下旬に開催する方向で検討することにした。その

際、令和４年６月頃、大学から工業高校へ開催案内を行う予定とすることにした。 
② 高校での大学生のスクールトライアルについて 
令和４年度に県教育委員会がスクールトライアル事業を実施することになれば、大学でのインタ

ーンシップと同様、コロナの警報レベル２以下であれば基本的に実施する方向で検討し、新プログ

ラムの入学生と２年生へ参加案内を行うことにした。 
③ 大学施設の見学や大学で行っていることを知らせる機会の検討について 
現場の声が大学側に届きやすく高校の学生らに大学を紹介しやすくするために、高校側の協議会

参加者外２年生の担任等が大学施設の見学や大学で行っていることを知る機会について情報交換を

行った。  
④ 入学希望者が高校生活で身に付けてほしいこと等のアドバイスについて 

高等学校と宮崎大学工学部との教育ネットワーク 
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高校側から充実した大学生活のため、入学希望者が高校生活で身に付けてほしいことや何を学ん

でおけば良いか等についてアドバイスを求められ、当学部の募集要項やアドミッションポリシーの

「求める人材像」、「入学までに身に付けてほしいこと」の項目に記載されている内容等が紹介され

た。また、工業系の学生に足りない傾向にある数学と物理の学習について、高校のうちに基礎学力

をしっかりと身に付けてほしいとの当プログラムからの要望や、数学特に微分積分は機械工学の力

学系科目を理解する上で必要であると興味を持たせ、教育させれば達成度が上がるのではとのアド

バイスをした。総合選抜で入学される学生を対象に数学、物理、英語の学力を向上させるため実施

される工学部の「入学前教育」について案内し実施状況等を報告した。その他、アドミッション委

員から過去５年間工業系の高校から入学した学生らの修学状況について詳細な報告があった。 
 

以上 
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 宮崎大学では、本学の教育研究について地域の理解を深めることを目的として、高等学校や高等専門

学校に本学教員が出向いて講義を行う「出前講義」を行っています。学問の最先端の話題や魅力について

の紹介や、本学の入学者受け入れ方針・教育目標について説明します。高等学校と本学との連携の一環と

して、お気軽に御利用ください。申し込み・お問い合わせは宮崎大学学生支援部入試課までお願いしま

す。 

令和３年に工学部の教員が行った研究内容の講義および工学部の案内(進学説明を含む)を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

題  目 超スマート社会(Society 5.0)って何だろう？ 

〜ものづくりやエネルギー活用における工学の役割〜 

 担当教員 応用物理工学プログラム 福山 敦彦 

 日時 講義先  7月10日（土）9:05～10:15 都城西高等学校 21名 

 講義内容 

  現在および来たる超スマート社会における工学の役割を概説し、改組後の工学部工学科および応

用物理工学プログラムを紹介した。 

 

 

題  目  センシング技術を用いたヘルスケア機器の開発 

 担当教員  電気電子工学プログラム 田村 宏樹 

 日時 講義先  6月18日（金）14:25～15:40 福島高等学校 6名 

 講義内容 

  主に、電圧を計測する回路を用いた装置の説明とそれを用いた医工連携のシステム開発、研究の

紹介を行った。また、高校生に工学部に興味を持ってもらうよう、現在のAIブームやクリーンエネ

ルギーの話を交えて、講義を行った。 

題  目  河川における治水と環境を科学する 

 担当教員  土木環境工学プログラム 糠澤 桂 

 日時 講義先  7月9日（金）13:50～15:25 人吉高等学校 約15名 

 講義内容 

  河川の防災と環境について、その基礎から応用まで概説し、河川整備によって環境・生態系がど

のように影響を受けているか説明した。また、最先端の河川環境研究として、現地調査と河川・生

態系シミュレーションを組み合わせる方法を平易な言葉で解説した。 

出前講義（令和３年度） 
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題  目 コンピュータの発展と私たちの社会について 

 担当教員 情報通信工学プログラム 高橋 伸弥 

 日時 講義先 7月10日（土）9:05～10:15 都城西高等学校 26名 

 講義内容 

  情報通信技術に関心をもってもらうことを目的として、コンピュータの誕生から現代に至るま

での発展の歴史を、世代毎の特徴の違いやハードウェアの進歩に焦点を当てて解説を行った。ま

た、ネットワークが発達することによりコンピュータは様々な形で社会の隅々に浸透し、我々の

生活を支えるための無くてはならない社会基盤となっていることについて様々な事例紹介を交え

ながら概説した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

題  目  ICTを活用した牛の見守り 

 担当教員  情報通信工学プログラム Thi Thi Zin 
 日時 講義先  7月10日（土）9:00～10:30 日南高等学校 19名 

 講義内容 

  画像処理技術を用いた牛のモニタリングシステムに関する研究紹介を行った。特に、牛舎内に設

置された4Kカメラの映像から高度な画像処理技術・AI活用により牛の耳標読み取りシステムの開発

について5G総合実証試験での経験を踏まえて講義を行った。 

題  目  世界の脱炭素化の取り組み 

 担当教員  電気電子工学プログラム 吉野 賢二 

 日時 講義先  7月17日（土）10:00～11:50 宮崎北高等学校 91名 

 講義内容 

  2019年12月に開催された気候変動枠組条約第25回締約国会議（COP25）で2050年温室効果ガスの

排出量を実質ゼロにすることが提言され、それに対する世界および日本、宮崎大学の取り組みにつ

いて講義を行った。 

題  目  暑い夏の夜の熱い宇宙 

 担当教員  応用物理工プログラム 森 浩二 

 日時 講義先  9月22日（水）14:20～16:30（2回開催） 

宮崎西高等学校 1回目 44名、2回目 48名 

 講義内容 

  高校の物理の知識で理解できる範囲で、Ｘ線観測で見えてくる熱い宇宙の説明をおこなった。ま

た、工学部のプログラム構成についても、説明をおこなった。 
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題  目  光エネルギー変換とアクチュエーター材料 

 担当教員  応用物質化学プログラム 鍋谷 悠 

 日時 講義先  9月29日（水）1回目 15:00～15:50 2回目 16:00～16:50  

宮崎南高等学校 1回目 24名、2回目 21名 

 講義内容 

  光機能性材料について、光エネルギーで駆動するアクチュエーター材料の研究について、紹介し

た。光エネルギー変換について概説した後、動画などを活用しながらアクチュエーター材料開発の

研究例を説明した。 

 

 

題  目  知能（AI）と機械 

 担当教員  機械知能工学プログラム 川末 紀功仁 

 日時 講義先  9月29日（水）1回目 15:00～15:50 2回目 16:00～16:50  

宮崎南高等学校 1回目 約30～40名、2回目 約30～40名 

 講義内容 

  知能機械とはどういうものか、自動運転の自動車を例にその構成要素について説明した。センシ

ング・頭脳・機械のそれぞれの要素について役割を説明し、応用として、大学で研究している畜産

の自動制御について紹介した。 

 

 

題  目  知能（AI）と機械 

 担当教員  機械知能工学プログラム 川末 紀功仁 

 日時 講義先  10月30日（土）9:00～10:10 都城西高等学校 18名 

 講義内容 

  知能機械とはどういうものか、自動運転の自動車を例にその構成要素について説明した。センシ

ング・頭脳・機械のそれぞれの要素について役割を説明し、応用として、大学で研究している畜産

の自動制御について紹介した。 

 

 

題  目  宮崎に豊富に降りそそぐ太陽光を用いたエネルギー製造 

 担当教員  キャリアマネジメント推進機構テニュアトラック推進室 太田 靖之 

 日時 講義先  10月30日（土）9:05～10:15 都城西高等学校 15名 

 講義内容 

  再生可能エネルギーの一つである太陽光発電システムを用いた水素およびメタンの研究開発につ

いて説明した。宮崎大学キャンパス内に設置した太陽光・水素製造システムの実際に動作している

動画等を用いて研究の目的や将来の構想を説明した。 
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題  目  社会を支えるソフトウェア 

 担当教員  情報通信工学プログラム 片山 徹郎 

 日時 講義先  9月22日（水）1回目 14:40～15:30 2回目 15:40～16:30  

宮崎西高等学校 1回目 45名、2回目 46名 

 講義内容 

  自分たちの身の回りに多くのコンピュータが存在し、ソフトウェアが無ければもはや社会や経済

が動かない現状を認識してもらい、ソフトウェアを作ることの重要性や大変さ、やりがいについて講

義する。 

 

 

題  目  両親媒性化合物：界面活性剤から医薬品の開発へ 

 担当教員  応用物質化学プログラム 松本 仁 

 日時 講義先  10月22日（金）1回目 13:25～14:25 2回目 14:35～15:35  

日向高等学校 1回目 18名、2回目 12名 

 講義内容 

  両親媒性化合物は、水にも脂質にも親和性を有する物質で、洗剤などで身近な界面活性剤も含ま

れる。本講義では、有機化合物の入り口から、有機物の水へ溶解、界面活性剤の水中での姿と機能

、リポソームとその医薬品（コロナワクチン）としての応用例を講義し、光がん治療の研究につい

て紹介した。 

 

 

題  目  土木計画学と社会の関わり 

 担当教員  土木環境工学プログラム 嶋本 寛 

 日時 講義先  11月4日（木）14:20～15:10 小林高等学校 23名 

 講義内容 

  宮崎大学工学部および土木環境工学プログラムの概説を行った後に、土木計画学と社会の関わり

に関して、交通計画と防災・減災計画を例にして解説した。 

 

 

題  目  未来を探る先輩課外授業 

 担当教員  応用物質化学プログラム 菅本 和寛 

 日時 講義先  11月12日（金）1回目 9:20～10:20 2回目 10:40～11:40  

八幡高等学校 1回目 28名、2回目 24名 

 講義内容 

  宮崎大学工学科と自身の研究内容の紹介，大学の選び方，大学の過ごし方，博士の取得方法など

を講義した。 
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題  目  情報通信工学を学ぶと言うこと～AI技術を中心に～ 

 担当教員  情報通信工学プログラム 山森 一人 

 日時 講義先  11月11日（木）1回目 14:00～14:55 2回目 15:10～16:10  

都城泉ヶ丘高等学校 1回目 36名、2回目 40名 

 講義内容 

  情報通信工学を大学、あるいは大学院で修めた後の進路と、情報通信工学分野における職種等を

紹介したのち、AI技術を理解する上で必要な、簡単な確率・統計の知識と、それらを用いたAI技術

の応用について紹介した。 
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再生可能エネルギー関連産業群形成を目指した高度人材創出プログラム 

 

 

太陽光発電プロジェクト 

吉野 賢二 

 

 

宮崎大学工学部では、将来に技術開発の核となりうる高度な専門技術を身につけた技

術者を育成するために、太陽光発電に関する総合的教育プログラムをいち早く立ち上げ、

これまで十年間にわたって継続的に実施してきた｡令和3年度も引き続き｢再生可能エネ

ルギー関連産業群形成を目指した高度人材創出プログラム｣を実施した｡これは、学生や

中小企業の技術者を対象とし、大学教員や企業の専門家を講師として、学問的基礎から

実学的話題までを習得することを目的とする事業である｡今年度は前年度と同様、新型

コロナウイルスの感染拡大の影響により、オンラインを利用し、工学部の福山敦彦先生

の元、応用講座となる2コマを実施した。今年度から高校生へも案内し、5人が聴講した。 

 

 

 

 

中小企業ものづくり講座 

日　付 テ　ー　マ 講　師 参加（合計）

令和３年度 講演会　参加者人数

東　智弘（東京大学）
10月26日

（オンライン）
29人

光触媒・光電極を用いた水の分解反応による
ソーラー水素製造

11月16日
（オンライン）

28人宮崎　秀俊（名古屋工業大学）
ホイスラー型金属間化合物を用いた中温度領域用
熱電変換材料の開発
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宮崎大学工学部では、地域との連携の一環として、地元企業からの卒論テーマを募集し、学生の研究課

題としております。平成１９～令和３年度の１５年間に採択され、実際に取り組んだテーマの一覧（提案

企業、研究内容、担当教員）を記載します（平成２９年度、令和元年度、令和２年度採択なし）。 

 
 

平成１９年度（７件） 

提案企業 研究内容 担当教員 

(有)新福青果 ミニゴボウ収穫方法に関する研究（引抜き収穫の

ための力学的検討） 

鄧教員 

(株)沖マイクロデザイン 液晶ドライバの位相補償法に関する検討 淡野教員 

(株)沖マイクロデザイン アナログ集積回路の高線形化技術 淡野教員 

宮崎県木材利用技術センター 蒸気加熱式木材乾燥機内の風速分布に関する研究 平野教員 

旭化成ケミカルズ(株) 結晶セルロース（MCC)粒子表面と多糖類間相互作

用のミクロシミュレーション解析 

湯井教員 

(株)ブリヂストン 難燃性イオン液体の開発 保田教員 

白上教員 

宮崎県企業局 自然エネルギーから作った電気で水を分解して水

素を取り出す研究 

大坪教員 

 

 

 

平成２０年度（８件） 

提案企業 研究内容 担当教員 

(株)ブリヂストン中央研究所 難燃性イオン液体の開発及びその光・電気化学的

挙動解析 

白上教員 

富士シリシア化学株式会社 コバルトフリー型新規湿度インジケーターの開発 保田教員 

旭化成ケミカルズ（株） 晶性セルロース（ＭＣＣ）粒子表面と多糖間相互

作用のミクロシミュレーション解析 

湯井教員 

（株）沖マイクロデザイン ＬＳＩ内部に作り込む温度センサー回路 淡野教員 

（株）ひなもり銘木 木材の在庫管理および販売のための効率的なデー

タベースの構築 

淡野教員 

三和精密工業株式会社 アルミ鋳造用金型の熱損傷分析と改善策の検討 鄧教員 

（有）新福青果 ミニゴボウ生産用農機の開発 鄧教員 

（株）ホンダロック フレキシブルワーク固定治具の開発 鄧教員 

 

 

企業提案による卒論テーマ 
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平成２１年度（３件） 

提案企業 研究内容 担当教員 

(株)ブリヂストン中央研究所 難燃性イオン液体の開発 白上教員 

(株)ひなもり銘木 木材の在庫管理および販売のための効率的なＷｅ

ｂデータベースの構築 

淡野教員 

田村教員 

(株)ホンダロック生産技術部 ピン・プレート型フレキシブルワーク固定治具の

開発 

鄧教員 

 

平成２２年度（７件） 

提案企業 研究内容 担当教員 

東京国際技術研究所 平板反射集光型太陽電池の出力特性の評価 迫田教員 

(株)ひなもり銘木 木材の在庫管理および販売のための効率的なＷｅ

ｂデータベース構築・運用 

淡野教員 

田村教員 

社会福祉法人恵佼会ＣＡＤセ

ンター 

視覚障害者のためのトイレ室内誘導・補助システ

ムの開発 

淡野教員 

田村教員 

(有)鹿嶋福祉器研究所 福祉用具らくらくつりわ金具による故意の事故防

止対策研究 

淡野教員 

田村教員 

(株)ウィズダム 新たな農薬散布機器の開発：効果の理論的解析と

人体への影響に関する考察 

淡野教員 

(株)ブリジストン中央研究所 発光性イオン液体の開発 白上教員 

(株)ホンダロック生産技術部

基幹技術課 

フレキシブルワーク固定治具の実用化 鄧教員 

  

 

平成２５年度（２件） 

提案企業 研究内容 担当教員 

東九州メディカルバレー構想 

コーディネータ 

ロコモ症状と年齢との相関に関する研究 鄧教員 

多田産業株式会社 剣道防具の打撃緩和性能の向上に関する研究 鄧教員 

 

平成２３年度（４件） 

提案企業 研究内容 担当教員 

社会福祉法人恵佼会ＣＡＤセ

ンター 

視覚障害者のためのトイレ室内誘導・補助システ

ムの開発 

田村教員 

(株)ウィズダム ナノミスト噴霧装置を用いた農作物への忌避剤噴

霧実験 

淡野教員 

(株)ひなもり銘木 発光性イオン液体の開発 白上教員 

(株)キヨモトデックイチ自動

機部 

汎用根菜収穫期の実用化 鄧教員 
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平成２６年度（１件） 

提案企業 研究内容 担当教員 

多田産業株式会社 剣道防具の打撃緩和技術と面の耐久性に関する研

究 

鄧教員 

 

 

平成２７年度（１件） 

提案企業 研究内容 担当教員 

(有)よしたにクロージング バンドによる人の状態・・姿勢変化に関する研究

について                    

―高齢者、介護者の生活の質改善を目指して― 

田村教員 

 

 

平成２８年度（２件） 

提案企業 研究内容 担当教員 

社会福祉法人まほろば福祉会 障害の程度に合った入力インターフェイスの検証

とその活用方法 

田村教員 

吉玉精鍍株式会社 

情報ＳＧ課 

ロコモ測定電動昇降椅子の設計と製作コスト評価 鄧教員 

 

 

平成３０年度（３件） 

提案企業 研究内容 担当教員 

旭化成㈱ 不織布工場  

技術開発室 
不織布製品の表面品位の定量化 

田村教員 

日南市漁業協同組合 ひき縄釣り用しゃくり機の開発 鄧教員 

宮崎県総合農業試験場 

果樹部 

アシストスーツが落葉果樹栽培の省力化や軽労化

に与える影響について 

田村教員 

 

 

令和３年度（３件） 

提案企業 研究内容 担当教員 

株式会社塩川産業 
家庭系生ごみの回収ポテンシャルと有効利用に関

する研究 

関戸教員 

株式会社塩川産業 
不燃性廃棄物を利用した固化物の物理特性に関す

る研究 

関戸教員 

宮崎県企業局工務課 
一級河川大淀川水系本庄川及び綾北川上流域山間

部における降雨と濁水発生の相関に関する研究 

村上教員 

 

※「地域とともに」で使用している写真、個人情報は各イベント等で使用許可を得ています。
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